
 

- 69 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

前号では、下表の 2 の②の作業を行い、全体シナリオ(被害シナリオ)のひな型を示しました。

今回は、このひな型に仮想モデル都市「V 市」の被害想定数値や地域特性を反映させて、V市用の

被害シナリオ(全体シナリオ)を作成することにします(2 の③)。 

 

 

 

1.V 市用被害シナリオ作成の前提条件等の整理 

 

V 市の被害シナリオ作成に取りかかるにあたり、以下に前提条件等を整理します。 

(1)V 市の属性 

連載の第 51 回で V市の属性を以下のように設定しました。 

面   積:90 平方キロ   世帯数:48,000 世帯 

木造家屋数:43,600 棟    人 口:167,000 人 

これに、今回は「海岸線を有する」という属性を追加します。 
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(2)V 市における基本ケース、激甚ケースの設定条件 

V 市における基本ケース及び激甚ケースでは、前々回に示した設定例を少しアレンジした表

1の設定条件を用いることにします。 

なお、地震条件の震源深さとマグニチュードについては、基本ケースでは 2004 年(平成 16

年)10 月 23 日の新潟県中越地震、激甚ケースでは 1993 年(平成 5 年)7 月 12 日の北海道南西

沖地震に準じるものとします。 

 

 

(3)基本ケース、激甚ケースにおける V市の想定被害量 

表 1 の条件に従い簡易型地震被害想定システムを用いて V 市で予想される死者数、木造家

屋被害数、出火件数を算定すると表 2 の①～③のようになります。なお、激甚ケースでは津

波や市街地延焼に伴う死者や家屋被害が予想されますが、それらの数字は含んでいません。 

また、③の出火件数と表 1の設定条件(風速)から延焼危険は④のようになると想定します。

さらに、表 1 の設定条件(震源位置)から津波危険は⑤のように想定します。 

⑥の要救出現場数(生き埋め箇所数)は次のようにして求めました。 

簡易型地震被害想定システムが算定する②の木造家屋被害数は、全壊(大破)木造家屋被害

数と半壊木造家屋被害数の合計ですが、その 3 分の 1(0.333)が全壊(大破)木造家屋被害数と

仮定しました。また、全壊(大破)木造家屋の中でほぼ倒壊・崩壊状態に至る率は日本建築学

会兵庫県南部地震被害調査 WG 調査結果等を参考に 0.4 としました。そして、倒壊・崩壊木造

家屋の中には人が閉じ込められていると仮定し、木造家屋被害数を 0.133 倍(0.333×0.4)し

たものが要救出現場数と想定しました。 
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⑦の避難者数は次のようにして求めました。まず、全壊・半壊木造家屋居住者(1 棟当たり

約 4人)が避難するとしました。次に、余震に対する恐怖やライフライン被害のため避難され

る方が前述の全壊・半壊木造家屋居住者数を若干上回ると想定しました。 

以上から、避難者数は全体で木造家屋被害数の 10 倍と想定しました。V 市の人口比率では

9.2～10.0%になります。ちなみに、1995 年阪神・淡路大震災では、ピーク時には西宮市で人

口の 8%、神戸市で同 16%の方が避難しています。また、2004 年新潟県中越地震では、大きな

余震が継続した関係から被災地中心では阪神・淡路大震災時の数字よりも大きく、人口の 20

～100%の方が避難されています。なお、激甚ケースでは津波や市街地延焼に伴う被災者の避

難も予想されますが、それらの数字は含んでいません。 
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2.ひな型を修正して V市用被害シナリオ(全体シナリオ)を作成する 

 

表 1 の設定条件、表 2 の想定被害量を用いて前回示したひな型を修正することにより、V 市用

の被害シナリオ(全体シナリオ)を作成します。 

その結果を、表 3、表 4 に示しました。ひな型と異なる箇所(修正部分)のうち、加筆部分は斜

体で示し、削除部分は二重取り消し線で示しています。なお、表 3 の「基本ケース」については

内容の大部分がひな型と同じであるため、ひな型から変更のない箇所は紙幅を節約するため省略

しています。 

表 3、表 4 をご覧いただけば、ひな型を使用することにより被害シナリオの作成を大幅に省力

化できることがおわかりいただけると思います。 

次回からは、被害シナリオに対する対応シナリオを作成していきたいと思います。 
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